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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
最近,体内受精によって発生したウシ初期肱を用いたクローン動物や,遺伝子導入によるトランスジェ
ニック動物の作製技術,そして受精卵移植技術の発展にともない,より多くの体外受精卵が必要になって
きた｡しかし,ウシ卵子の成熟および発生機構は十分に解明されておらず,体内成熟卵子と同様の発生能
力を持つ体外成熟卵子を大量に得ることは困難である｡本研究は,ウシ卵子の成熟過程における卵胞液お
よび卵子の周囲に付着している卵丘細胞と放線冠細胞の役割を検討し,体外成熟卵子の受精後の発生能力
を向上させることを目的としている｡ 得られた成果のうち評価すべき主な点は以下のとおりである｡
1.ウシ小卵胞中の卵胞液を低濃度 (10%)添加した無血活成熟培地中で卵子卵丘複合体を成熟させる
ことによって,卵子の体外受精後の肱盤胞期肱への発生能力は増加し,その肱の細胞数が体内で発生した
肱のものに匹敵することから,卵胞液中には卵子の成熟を促進する因子が含まれていることを明らかにし
た｡さらにその促進因子が,分子量10,000以上の卵胞液分画中に存在することを確認した｡
2.ウシ卵子の体外成熟における卵胞細胞の役割を究明するため,卵丘細胞および放線冠細胞が卵子の
成熟,受精およびその後の肱発生におよぼす影響を検討した｡体外受精後の卵子の正常な発生を維持する
ためには,少なくとも卵子の成熟期間の間,放線冠細胞の卵子への付着が必須であることを明らかにした｡
また受精後の卵子の発生能力は,成熟培養開始後16時間の間に卵丘細胞,とくに放線冠細胞から賦与され
ることを明らかにした｡
3.ウシ卵子における成熟促進因子の活性の変動は卵子の核成熟過程にともなって起こり,またその変
動は卵丘細胞の有無による影響を受けないことを明らかにした｡
以上のように本論文は,ウシ卵胞液を利用して良質受精卵を効率よく生産する方法を開発し,卵子の成
熟と発生における放線冠細胞および卵丘細胞の役割にも考察を加えたものであり,家畜繁殖学並びに生殖
生理学に貢献するところが大きい｡
よって,本論文は博士 (農学)の学位論文として価値あるものと認める｡
なお,平成9年2月14日,論文並びにそれに関連した分野にわたり試問した結果,博士 (農学)の学位
を授与される学力が十分あるものと認めた｡
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